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登録番号 生第１００９１４号
肥料の種類 液状複合肥料
肥料の名称 ＳＢ有機入り液肥２３２号
保証成分量（％） 窒素全量 ２．５
 りん酸全量 ３．０
 　内水溶性りん酸 １．０
 加里全量 ２．５
 　内水溶性加里 ２．５
原料の種類（窒素全量を保証又は含有する原料）
 副産植物質原料、化成肥料
 備考　窒素全量の量の割合の大きい順である
材料の種類、名称及び使用量（使用されている効果発現促進材）
 エチレンジアミン四酢酸鉄（鉄として）０．０６５％
正味重量 １０ｋｇ

生産業者保証票（抜粋）

生育～収穫期 灌注用機能性液肥

乳酸菌培養物が、植物に活力を与えます。
吸える根、強い体！

キュウリの使用事例

使用方法と注意点

H28年9月岩手県　6月10日定植。 定植一か月後から2週間に1回、1,000倍希釈で灌注処理。
新しい細い根が施用のたびに次々に伸びて植物体を維持し、 収穫最後まで根のトラブルから逃げ切る事ができました。

慣行区 施用区

新しい根で、生きのびろ！

新発
売！

●灌水・灌注の場面で通常使用する水量に、1,000倍を目安に希釈してご利用ください。
●二週間以上の間隔をあけて、植物の状態を確認しながらお使いください。
●一部を除く他資材との混用が可能ですが、混用する場合はあらかじめ混合性状をお確かめください。
●石灰硫黄合剤と混合すると、有毒ガスが発生する恐れがありますから混用は行わないでください。
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